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１  日   都 民 の 日  

２  月  
 

振 替 休 業 日  

３  火  
体 育 朝 会  

（ マラソン ）  
お 弁 当 持 参 （ 給 食 な し ）  放  

４  水  
 

 

５  木   
５ 時 間 授 業  オ ー タ ム ス ク ー ル  

栁 染 め 贈 呈 式 （ ５ ）  

６  金  
泰 明 読 書  

泰 明 タイム  
安 全 指 導         放   

７  土    

８  日    

９  月   区 民 ス ポ ー ツ の 日  

1０  火  
泰 明 読 書  

泰 明 タイム  
画 廊 巡 り （ ３ ）      放      

１１  水   ４ 時 間 授 業   

１２  木  

 ５ 時 間 授 業  オ ー タ ム ス ク ー ル  

ま ち 探 検 （ ２ ）  

イ ン ド 大 使 館 訪 問 （ ４ ）  

１３  金  
泰 明 読 書  

 
本 栖 移 動 教 室 前 健 診 (６ )  

避 難 訓 練         放    

１４  土  
 

 

１５  日  
 

子 ど も フ ェ ス テ ィ バ ル  

１６  月  講 話  本 栖 移 動 教 室 始 (６ )  

１７  火  泰 明 読 書  学 年 活 動 （ ３ ）      放  

１８  水  
 本 栖 移 動 教 室 終 (６ )  

り ぷ り ん と  

１９  木  
 ５ 時 間 授 業  オ ー タ ム ス ク ー ル  

学 年 活 動 （ １ ） 巡 回 平 和 展 始  

2０  金  
保 健 講 話  

（ 石 川 先 生 ）  

学 年 活 動 （ ４ ）  

キ ラ キ ラ １ 年 生 撮 影 （ １ ） 放         

2１  土    

２２  日  
 

ミ ニ バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 大 会 ①  

２３  月  

講 話  

後 期 学 級 代 表

任 命 式  

委 員 会 活 動 （ 後 期 ）  

読 書 週 間 始  

お 話 美 術 館 （ ３ ）  

２４  火  
泰 明 読 書  

泰 明 タイム  
そ ろ ば ん 教 室 （ ３ ・ ４ ）  

サ ッ カ ー 教 室 （ ３ ）    放            

２５  水  
 セ ン タ ー 教 室 (４ )  

地 域 別 児 童 会  

２６  木  
 

５ 時 間 授 業  オ ー タ ム ス ク ー ル  

２７  金  
泰 明 読 書  

泰 明 タ イ ム  
通 知 表 配 布  

た て わ り 班 集 会      放  

２８  土    

２９  日   ミ ニ バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 大 会 ②  

３０  月  
講 話  校 外 学 習 （ ５ ）  

お 話 美 術 館 （ ４ ）  

３１  火  
泰 明 読 書  

泰 明 タ イ ム  
そ ろ ば ん 教 室 （ ３ ・ ４ ）  

            放  

 9 月 30 日 （ 土） の 体 育 学 習発 表 会 に は、
多 く の 保 護 者 の 皆様 に ご 来 校 いた だ き 、子
供 た ち に 熱 い 声 援と た く さ ん の温 か い 拍手
を お 送 り い た だ きま し た 。 あ りが と う ござ

い ま し た 。 今 年 度は 、 短 距 離 走、 表 現 、団
体 競 技 の 3 種 目 で活 躍 す る 子 供た ち の 姿を
見 て い た だ き ま した 。 「 み ん なで 協 力  歴 史
を つ な ご う  泰 明 小」 を ス ロ ーガ ン に 掲げ 、
子 供 た ち 一 人 一 人が 全 力 で 臨 んだ 体 育 学習
発 表 会 で し た 。 堂々 と し た 姿 、輝 く 笑 顔、

一 生 懸 命 な 姿 か らた く さ ん の 感動 を も らい
ま し た 。 残 念 な がら 、 体 調 不 良等 で 発 表会
当 日 に 参 加 で き なか っ た 児 童 もい ま し た。
こ の 日 に 向 け て 仲間 と と も に 一生 懸 命 練習
に 取 組 ん で い た 姿が 思 い 出 さ れ、 参 加 でき
な か っ た 悔 し さ が伝 わ っ て き まし た 。 そう
し た 思 い を 受 け 止め つ つ 、 こ れま で の がん
ば り を 十 分 に 認 め、 褒 め 讃 え たい で す 。大
変 立 派 で し た 。  

体 育 学 習 発 表 会 は、 そ の 名 の 通り 、 日 頃
の 体 育 学 習 の 発 表の 場 で あ る とと も に 、学
校 行 事 の 大 き な 柱の 一 つ で す 。学 校 教 育で

は 、 み ん な で 一 つの も の を 造 り上 げ た り、
同 じ 目 標 に 向 か って 力 を 合 わ せた り す る経
験 を 大 切 に し て いま す 。  

「 発 表 会 」 と 名 のつ く 取 組 み は、 本 番 当
日 の 結 果 や 出 来 栄え に ど う し ても 目 が いき
が ち で す が 、 当 日に 至 る ま で に子 供 た ちが
様 々 な チ ャ レ ン ジを し て き て いる こ と に思
い を 巡 ら せ て ほ しい と 思 い ま す。 実 は 、そ
こ で こ そ 得 て い るも の が た く さん あ る から
で す 。 失 敗 し た り、 思 う よ う にい か な かっ
た り し て 試 行 錯 誤し た こ と 、 練習 を 繰 り返
し 、 で き る こ と を少 し ず つ 積 み重 ね て 精度

を 高 め て き た こ とな ど 、 体 育 学習 発 表 会を
迎 え る ま で の 「 過程 」 を ぜ ひ お子 さ ん と話
題 に し て い た だ けた ら と 思 い ます 。  

体 育 学 習 発 表 会 を通 し 、 た く さん の 学 び
と 力 を 得 た 子 供 たち で す 。 こ れか ら の 学習
や 生 活 の 場 で 生 かし て い っ て ほし い で す。  

『みんなで協力 歴史をつなごう 泰明小』 

          校 長  荒川 比呂美 

         

泰 明 だ よ り  

 

 

Taimei ・令和 ５・１０  

  泰明小ホームページ http://www.chuo-tky.ed.jp/taimei-es/ 

 

中央区立泰明小学校 第３９２号 
中央区銀座五丁目１－１３ 

校長 荒川 比呂美 
Tel   ０３(３５７１)１７６５  
Fax    ０３(３５７１)０６７２ 

 

１ ０ 月 のカレンダー    こ の マ ー ク は 指 定 の バ ッ ク の 登 校 日 で す 。  

（ ） は 学 年で す 。 各学 年 の 下校 時 間 、授 業

時 程 の 詳 細は 、 学 年便 り を ご覧 く だ さい 。  

校長相談日  １０月２６（木）  



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 銀 座 ま ち 探 検 」 に 向 け て  

                           第 ２ 学 年 主 任  上 原  弘 道  

 2 年生の生活科では、学校周辺の様子や色々な店・施設、そこで働く人々との触れ合いを通して、銀

座の街と自分たちとの関わりを見付けたり、銀座の人々がこの街に寄せる思いに気付いたりできるよう

活動を行っています。そして、子供たちが銀座の街に愛着をもって過ごせるようにもなってほしいと願

っています。 

 1 学期には学級単位で銀座地域を散策しました。散策中はいろいろな建物を指さしながら気付いたこ

とを口々に話し、教室に戻ってから付箋に幾つも書き留めて地図にまとめました。そして 2 学期から

は、「もっとなかよしまちたんけん」の学習で、小グループで探検を行います。地域の方々のご厚意に

より、全 17 か所の店舗や施設の方が学習活動にご協力くださることになりました。探検の後には、自分

たちが気付いたことを互いに発表し合います。普段見る銀座の街が、実は多くの人々の思いや働きの上

に成り立っていることに気付き、銀座の街をもっと好きになってくれればと思います。 

 

５ 年 生 「 薬 物 乱 用 防 止 教 室 」  

第 ５ 学 年 主 任  有 馬  由 起  

９ 月 ９ 日 に 東 京 数寄 屋 橋 ラ イ オン ズ ク ラブ 様 の ご 協 力 の もと 講 師 を お 招き し て 、薬 物

乱 用 防 止 教 室 を 行い ま し た 。  

 薬 物 乱 用 防 止 教室 は 、 大 麻 や覚 醒 剤 等の 薬 物 の 恐 ろ し さに つ い て 正 しい 知 識 を身 に 付

け る と と も に 、 自ら を 大 切 に する 心 の 醸成 や 薬 物 の 誘 惑 に対 す る 対 処 法を 身 に 付け る こ

と を 目 的 と し て 開催 し て い ま す。  

 乱 用 さ れ る 危 険な 薬 物 は 、 脳や 神 経 に強 く 作 用 す る た め、 一 度 で も 使用 す る と薬 物 依

存 の 状 態 を 引 き 起こ し て し ま うこ と 。 また 、 近 年 で は ス マー ト フ ォ ン やＳ Ｎ Ｓ の普 及 に

よ り 小 中 学 生 ま で薬 物 乱 用 に 誘わ れ る 例が あ る こ と 等 、 多く の こ と を 学び ま し た。  

 授 業 を 終 え て 、子 供 た ち か らは 「 薬 物に は 依 存 性 が あ ると 知 り こ わ いと 思 っ た」 「 も

し 誘 わ れ た ら 絶 対に 断 る 」 と いっ た 感 想が 聞 か れ ま し た 。  

 子 供 た ち が ち ょっ と し た 好 奇心 や 大 人へ の 反 抗 心 等 を きっ か け に 薬 物乱 用 を 始め な い

よ う に す る た め に、 小 学 生 の 時か ら 薬 物に つ い て の 正 確 な知 識 を も ち 、自 分 の 健康 や 行

動 に 責 任 を も つ 態度 を 育 て る こと が 大 切で す 。  

 

「 学 校 保 健 委 員 会 」  

                             養 護 教 諭  上 山  望  

 ９ 月 １ ５ 日 に 、株 式 会 社 東 京ヤ ク ル ト販 売 様 を お 招 き し、 学 校 保 健 員会 を 実 施し ま し

た 。 講 演 会 で は 「ヤ ク ル ト  健康 教 室 」を テ ー マ に 、 お 腹の 健 康 や 、 快適 な 睡 眠に 導 く

た め に 必 要 な 習 慣、 脳 腸 相 関 など に つ いて お 話 を い た だ きま し た 。 な かで も 脳 腸相 関 の

話 で は 、 脳 と 腸 は神 経 を 介 し て情 報 交 換し 、 つ な が り が ある こ と 。 互 いに 影 響 しあ う 関

係 で 、 腸 が 不 調 だと 脳 も 不 調 にな り メ ンタ ル ヘ ル ス に つ なが る こ と 。 腸を 整 え るこ と で

健 や か な 健 康 に つな が る と い った 話 を お聞 き し ま し た 。 学校 医 の 先 生 方か ら は 、各 専 門

分 野 に お け る 健 康課 題 に つ い てお 話 を して い た だ き ま し た。 今 年 は 新 型コ ロ ナ ウィ ル ス

感 染 症 と イ ン フ ルエ ン ザ の 同 時流 行 が 心配 さ れ て い ま す 。今 後 も 手 洗 いな ど 感 染症 対 策

を 継 続 し て 行 っ てい き ま す 。  

 学 校 保 健 委 員 会は 毎 年 実 施 して お り ます 。 子 供 た ち の 心と 体 の 成 長 につ い て 考え る 機

会 と な り ま す の で、 来 年 も 保 護者 の 方 にご 参 加 い た だ け れば と 思 い ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


